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１ 目的 

 ・児童の命を守る。 

 ・災害時の対応について教職員間での共通理解を図る。 

 ・災害時の教職員の行動に連動性をもたせ、被害を最小限に抑える。 

 ・日頃から危険な個所を把握する。 

 

２ 本校における地域的特徴 

 ・海が近いため、津波による深刻な被害が予想される。 

 ・丘や高台が近くに少ないため、津波発生時の避難場所が少ない。 

 ・電気などライフラインの復旧に時間がかかる。 

 ・川や水路が学区内に多いため、洪水になりやすい。 

 ・津波発生時、川、道路が多いため、早く水がくる。 

 ・学区が広く、家庭が分散しているので、緊急時の児童の安否の確認がとりにくい。 

 

３ 防災のための手立て 

 ⑴災害等発生時対処マニュアルの作成 

  ・状況別の具体的対処のマニュアル作成 

  ・教職員の常時携帯 

  ・家庭への引渡しカードの作成・保管 

 ⑵学校内の安全点検 

  ・定期的な安全点検（毎月１０日実施） 

  ・危険箇所の把握と修繕（修繕担当） 

  ・危険物（薬品等）の保管場所と状況 

  ・教室内の環境（３つの「ない」 物が①落下しない②倒れない③移動しない） 

  ・非常灯の点検 

  ・火災報知機の点検 

 ⑶掲示物 

  ・事故発生時の緊急連絡図（職員室） 

  ・組織図（職員室） 

  ・避難経路図（各教室） 

  ・避難の約束（○おさない・○かけない・○しゃべらない・○もどらない）（各教室） 

 ⑷避難訓練の実施 

  ・地震・津波を想定した訓練の実施 

  ・第１次避難までのワンポイント避難訓練 

  ・火災を想定した訓練の実施 

  ・不審者侵入を想定した訓練の実施 

  ・保護者への引渡し訓練  

 ⑸防災教育の実施 

  ・状況別の避難の仕方の指導 

  ・災害に対する知識や命を守るための技能・態度の習得 

  ・保護者との共通理解 

  ・教職員のための研修 
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 ⑹災害時必要な備品の管理・点検 

区分 備 品 保管場所 

医療品 ＡＥＤ 職員室前廊下 

救急箱 保健室 

担架 保健室 

防寒類 ストーブ 講堂 

カイロ 配膳室 

毛布 保健室 

布団 保健室 

マット 講堂倉庫 

カーテン 各教室 

必需品 懐中電灯（手巻きも含む） 各教室 

ホイッスル 各教室 

ランタン 職員室 

ラジオ（手巻きも含む） 職員室 

ろうそく 理科準備室 

電池 職員室 

ライター、マッチ 配膳室、理科準備室 

ヘルメット 各教室 

レジャーシート・ブルーシート 校舎裏倉庫 講堂倉庫 

段ボール 配膳室 

ビニール袋 配膳室 

長靴 職員玄関 

軍手 職員室前工具入れ 

拡声器 職員室・放送室 

空き缶 配膳室 

紙 職員室・印刷室 

ペン 職員室、各教室 

テープ（ガムテープ等） 職員室 

工具等 金槌 職員室前工具入れ 

くぎ 職員室前工具入れ 

ロープ 職員室前工具入れ 

のこぎり 職員室前工具入れ 

はりがね 職員室前工具入れ 

木材 職員室前工具入れ 

メジャー 講堂倉庫・体育倉庫 

脚立 男子更衣室 
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４ 本校における災害対策本部の設置 

 ⑴組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本部】 

・○校長（本部長）    総括・対応策決定 

 ○教頭（副本部長）   関係機関との連絡 

 ○教務主任       各係の状況把握と調整 

【連絡・通報係】 

 ○教頭 

 ○教務主任 

・教職員・児童への通報と連絡 

・関係機関（市教委、警察、消防署、ＰＴＡ）への連絡 

【救護係】 

 ○養護教諭 

 ・緊急医療に必要な薬品・器具の持ち出し 

 ・負傷者の応急処置 

【避難誘導係】 

 ○各学級担任 

 ○授業担当教諭 

・児童の避難誘導・安全確認 

 ・保護者への連絡・児童の引渡し 

【搬出係】 

 ○主査 

○教務主任 

○授業者以外の教員 

・搬出準備及び搬出（出席簿、引渡しカード、ラジオ） 

・搬出物の管理・保存 



- 4 - 

 

 ⑵各係の具体的な役割 

係 役 割 内 容 必 要 な 道 具 等 

連
絡
・
通
報 

・教職員・児童への通報と連絡 

・各係への指示・要請 

・校内通信網・連絡網の確保 

・関係機関や地域との連絡・連携 

・報道機関への対応 

・注意報や警報、被害状況等の情報収集 

・記録 

・ヘルメット 

・危機管理マニュアル 

・ラジオ 

・懐中電灯 

・携帯電話 

・拡声器 

・関係機関連絡先一覧 

避
難
誘
導 

・周辺児童の安全確保 

・状況に応じた避難誘導 

・避難場所での児童の安全確認 

・負傷者・行方不明者の報告 

・行方不明者の捜索（男性職員） 

・初期消火（火災発生時） 

・救護係への負傷者の引渡し 

・緊急事態収拾までの児童の安全確保と保護者

への引渡し 

・倒壊・破損箇所の確認と本部への報告 

・ヘルメット 

・健康観察表 

・児童名簿 

・児童引渡しカード 

・工具 

・長靴 

救
護 

・負傷者の応急処置と記録 

・必要に応じた応援要請 

・医療品・器具の管理 

・避難中の児童・教職員の健康状態の確認 

・避難場所での衛生管理 

・救急箱 

・児童健康カード 

・担架 

・毛布 

・ＡＥＤ 

搬
出 

・搬出物の管理・保存 ・金庫の鍵 
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５ 災害時の基本的方針と対応 

 ⑴登校前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       （通信機器復旧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※前日までに自宅待機が決定している場合は、決定次第各家庭に連絡を入れておく。 

【臨時休業】 

・通常の教育活動が行えないと判

断された場合 

・警報等により非常事態と判断さ

れた場合 

【通信機器が使用可の場合】 

・教職員の安否確認 

・学校メール配信により各家庭に臨時

休業の連絡 

・児童の安否確認 

・関係機関への連絡・報告 

【通信機器が使用不可の場合】 

・通信機器が使用不可の場合は、自宅待

機もしくは臨時休業となることをあ

らかじめ家庭に知らせておく。 

避難所の開設と地域支援（必要に応じて） 

【自宅待機】 

・通常の教育活動が一時的に行え

ないと判断された場合 

・警報等により非常事態と判断さ

れた場合 

 

【通信機器が使用可の場合】 

・教職員の安否確認 

・学校メール配信により各家庭に自宅
待機の連絡 

・児童の安否確認 

・関係機関への連絡・報告 

・登校時刻の検討・決定 

・学校メール配信により登校時間の連絡 

【通信機器が使用不可の場合】 

・通信機器が使用不可の場合は、自宅待

機もしくは臨時休業となることをあ

らかじめ家庭に知らせておく。 

【通信機器復旧後】 

・通学路等の見回り・交通指導（必要に応じて） 
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 ⑵課業中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶登下校中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （通信機器復旧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校待機】 

・災害により継続的または一時的に通常の

教育活動が行えないと判断された場合 

・児童の下校に支障がある場合 

【通信機器が使用可の場合】 

・児童の安全確保 

・状況に応じた避難誘導 

・校内の被害状況の確認 

・地域の被害状況の確認 

・注意報・警報等の情報収集 

【通信機器が使用不可の場合】 

・学校待機・学校での児童引渡しであること

をあらかじめ家庭に知らせておく。 

・児童の安全確保 

・状況に応じた避難誘導 

・校内の被害状況の確認 

・地域の被害状況の確認 

・注意報・警報等の情報収集 

・学校での児童引渡し 

・避難所の開設と地域支援（必要に応じて） 

 

・学校メール配信による家庭への連絡

（引渡し） 

・関係機関への連絡・報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自宅に保護者がいて、すぐ近くまで帰っていた場合は帰宅する。 

【学校待機】 

・家に保護者がいない場合 

・下校したが、家のすぐ近くまで帰っていない場

合 

【通信機器が使用可の場合】 

※課業中の学校待機と同様 

【通信機器が使用不可の場合】 

※課業中の学校待機と同様 

・学校での児童引渡し 

・避難所の開設と地域支援（必要に応じて） 
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 ⑷課業外・休業中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （通信機器復旧） 

 

 

 

 

 

【動員のめやす】 

災 害 規 模 動員対象 

地震 

津波 

震度５弱 校長・教頭・教務 

震度５強・津波警報 

校長・教頭・教務 

上学年主任・下学年主任 

安全主任 

震度６弱以上・大津波警報 全職員 

風水害等 

警報が１つ以上発表または見込み 校長・教頭・教務 

警戒レベル３以上 

校長・教頭・教務 

上学年主任・下学年主任 

安全主任 

警戒レベル４以上 全職員 

※状況により校長が判断、教頭が連絡する。 

※教職員動員にあたっては、自身や家族の安否確認・安全確保を優先し、可能な範囲で動く。 

 

【職員動員】 

・災害により、学校が大きな被害を受けた、ある

いは被害を受けると予想される場合 

・災害により、学校が避難場所として開設する必

要がある場合 

【通信機器が使用可の場合】 

・学校長の指示により教頭が教職員連絡

網により、安否の確認・動員要請 

・関係機関への連絡・報告 

・災害に関する情報収集 

【通信機器が使用不可の場合】 

・教職員は状況によって各自の判断

で学校へ向かう。 

・災害に関する情報収集 

・児童の安全確認 

・地域の被害状況の確認 

・校内の被害状況の確認 

・危険箇所の確認 

・避難所の開設と地域支援（必要に応じて） 
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地 震 発 生 

６ 災害発生時対処の例 

⑴ 地震発生時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＜事後の対応＞ 

 ・校長（教頭）は、学校の被害状況を教育委員会に報告し、必要があれば支援を要請する。 
 ・校舎内外の施設設備の点検を行い、学校全体の安全確認に努める。 
 ・被害状況が酷い場合は、保護者に連絡をし、引き渡す形で下校させる。連絡が取れない場合は、待機させ

る。 
 ・避難以降の授業日程等については、校舎等の被害状況、余震の状況などを総合的に勘案し、教育委員会、Ｐ

ＴＡ役員等で協議し決定する。 
 ・報道機関からの取材等については、教頭が窓口になり対応する。 

 ・児童の心のケアに努める。必要があれば、スーパーバイザーを要請する。 

児童の安全確保（担任） 
・児童への指示 
  机の下にもぐる。 
  ヘルメットや本等で頭を保護。 
  窓から離れる。 
・出入り口の開放 
・火 ・コンセント ・ガスの元栓 

校内放送で避難指示（教頭） 
・避難経路・避難場所の安全確認後指示 
 
「ゆれがおさまりました。校庭に避難しなさ
い。」 
（放送が使えないときは、拡声器） 

 

職員が誘導し、児童避難 
・放送で避難経路の確認 
・出席児童の確認 
・ヘルメットの着用 
・特別支援を要する児童の配慮 
   ―避難時のルール― 

おさない   かけない 
  しゃべらない もどらない 

 

集合・点呼（学級担任） 
出席数、欠席数、行方不明人数、異常の有無を確認し、教頭に報告  
教頭は校長に報告 

―報告例― 
・○年○組、在籍○名、欠席○名、○名全員異常なし 
・○年○組、避難○名、欠席○名、○名行方不明（分かれば氏名も） 

・避難経路の安全確保 
・避難指示の徹底（拡声器） 
・逃げ遅れた児童がいないかの確認 
・健康観察簿、引渡しカードの搬出 

・校長の指示で行方不
明者を捜索 

（複数名の職員） 
・負傷者がいたら救急
車を要請 

・養護教諭は応急手当 
・負傷児童の保護者へ
の連絡（携帯電話） 

対策本部の設置 本部長 （校長） 
・施設・設備、人的な被害状況の把握（担任外の職員） 
・負傷者の救護（養護教諭） 
・地域の被害状況の把握（教務主任） 
・通学路の安全状況の把握（安全主任） 
・教育委員会への報告、支援要請（教頭） 
・保護者への連絡・児童の引渡し方法を決定する。 

授業担当職員 授業のない職員 

避難場所 
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＜引渡しの条件＞ 

  ①市及び教育委員会の指示・要請による場合 

  ②市内の震度で５強以上の地震が観測されたとき 

  ③内閣府（県）から大地震に対して「警戒宣言」等が出された場合 

  ④通学路や家屋に重大な損傷が見られ、下校が難しいと判断した場合 

  ⑤大きな余震が続いている場合 

  ⑥市内に警報（大雨・洪水・暴風・大雪・暴風雪）が発令されたとき 

  ⑦学校施設が一時避難場所として開設された場合 
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情報発信 地震発生 

(1) ―(2)「南海トラフ地震臨時情報」及び「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発信時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事後の対応＞ 

 ・校長（教頭）は、学校の被害状況を教育委員会に報告し、必要があれば支援を要請する。 
 ・校舎内外の施設設備の点検を行い、学校全体の安全確認に努める。 
 ・被害状況が酷い場合は、保護者に連絡をし、引渡す形で下校させる。連絡が取れない場合は、待機させる。 
 ・避難以降の授業日程等については、校舎等の被害状況、余震の状況などを総合的に勘案し、教育委員会、Ｐ

ＴＡ役員等で協議し決定する。 
 ・報道機関からの取材等については、教頭が窓口になり対応する。 

 ・児童の心のケアに努める。必要があれば、スーパーバイザーを要請する。 

 

児童の安全確保（担任） 
・児童への指示 
  机の下にもぐる。 
  ヘルメットや本等で頭を保護。 
  窓から離れる。 
・出入り口の開放 
・火 ・コンセント ・ガスの元栓 

校内放送で避難指示（教頭） 
・避難経路・避難場所の安全確認後指示 
 
「ゆれがおさまりました。校庭に避難しなさ
い。」 
（放送が使えないときは、拡声器） 

 

職員が誘導し、児童避難 
・放送で避難経路の確認 
 →大平小学校に向かって避難 
・出席児童の確認 
・ヘルメットの着用 
・特別支援を要する児童の配慮 
   ―避難時のルール― 

おさない   かけない 
  しゃべらない もどらない 

 

集合・点呼（学級担任） 
出席数、欠席数、行方不明人数、異常の有無を確認し、教頭に報告  
教頭は校長に報告 

―報告例― 
・○年○組、在籍○名、欠席○名、○名全員異常なし 
・○年○組、避難○名、欠席○名、○名行方不明（分かれば氏名も） 

・避難経路の安全確保 
・避難指示の徹底（拡声器） 
・逃げ遅れた児童がいないかの確認 
・健康観察簿、引渡しカードの搬出 

・校長の指示で行方不
明者を捜索 

（複数名の職員） 
・負傷者がいたら救急
車を要請 

・養護教諭は応急手当 
・負傷児童の保護者へ
の連絡（携帯電話） 

対策本部の設置 本部長 （校長） 
・施設・設備、人的な被害状況の把握（担任外の職員） 
・負傷者の救護（養護教諭） 
・地域の被害状況の把握（教務主任） 
・通学路の安全状況の把握（安全主任） 
・教育委員会への報告、支援要請（教頭） 
・保護者への連絡・児童の引渡し方法を決定する。 

授業担当職員 授業のない職員 

避難場所 

校内放送で避難指示（教頭） 
・避難経路・避難場所の安全確認後指示 
 
「〇〇で大きな地震が発生しました。〇〇で大
きな地震が起きそうな兆候が見られたとい
うことです。大きな地震や津波に注意しまし
ょう。」 

 

児童の安全確保（担任） 
・児童への指示 
  机の下にもぐる。 
  ヘルメットや本等で頭を保護。 
  窓から離れる。 
・出入り口の開放 
・火 ・コンセント ・ガスの元栓 
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＜南海トラフ地震臨時情報について＞ 

  ・M６．８以上の地震が発生した場合やプレート境界面で通常とは異なるゆっくりすべ

り等が発生した場合、それらに対する調査を開始し、地震発生の可能性が相対的に高

まったと評価された際には、以下の 3 つのケースに応じた臨時情報が発信される。 

   

① 半割れ（大規模地震 M８．０以上） 

    南海トラフの想定震源地内のプレート境界において M８．０以上の地震が発生した 

場合⇒巨大地震警戒対応 

  ② 一部割れ（前震可能性地震 M７．０以上８．０未満） 

    南海トラフの想定震源地域及びその周辺において M７．０以上の地震が発生した場

合（半割れケースの場合を除く）⇒巨大地震注意対応 

  ③ ゆっくりすべり 

    ひずみ計等で有意な変形として捉えられる、短い期間にプレート境界の固着状態が

明らかに変化しているような通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合 

     ⇒巨大地震注意対応 

  

＜北海道・三陸沖後発地震注意情報について＞ 

  ・北海道の太平洋沖から東北地方の三陸沖の巨大地震の想定震源地及びその領域に影響

を与える外側のエリアで M７．０以上の地震が発生した場合に情報が発信される。 

    ⇒巨大地震注意対応 
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津波・大津波警報発令 

⑵ 津波発生時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難指示（教頭） 
・避難経路・避難場所・避難開始の指示 
※地震発生後、約３分で気象庁から津波警報・
注意報が発表。 

避難開始（１次避難） 
・避難指示（教頭）により、児童を３階へ避難
誘導する。 

・各学年避難経路を戻って３階へ向かう。 
※状況に応じて経路を変更する。 

―第１次避難場所― 
教室 避難学級 
４の１ ３年・４年 
５の１ ２年・５年 
６の１ １年・６年 
少人数 本部、その他教員 

 

災害対策本部の設置 
・校長（本部長）、教頭（副本部長）、教務主任
は直ちに災害対策本部を設置する。 

・注意報・警報に関する情報収集をする。 

避難開始（２次避難） 
・避難指示（教頭）により、児童を「５年→２
年→６年→１年→４年→３年」の順に３階か
ら屋上に避難誘導する。 

※担任が先頭を行き、学級１列で階段を上る。 
・担任以外の職員は、低学年の支援をする。 

想定外の津波が来ると判断した場合 

児童の安全確認（担任・養護） 
・児童の安全確認をする。 
・状況を本部に報告する。 
・養護教諭は応急手当をする。 
・負傷児童の保護者への連絡をする。（携帯電話） 

―報告事項― 
①当日出席児童数  
②避難完了児童数 
③不明児童数（わかる場合は氏名も） 
④負傷児童氏名と状況 

児童の引渡し 
・学校メール配信により、児童の引渡しを行う
ことを保護者に連絡する。 

※通信機器が使用不可の場合は、学校で児童引
渡しとなることを伝えておく。 

・引渡し予定者の確認が取れた児童から引き渡
す。 

・児童引渡し完了後、本部へ連絡する。 

津波・大津波警報解除後 

避難所の開設 
・講堂を開放する。 
・グラウンドを駐車場とする。 
・市の職員・消防団と連携し、対応をする。 

避難命令発令 

集合・点呼（学級担任） 
出席数、欠席数、行方不明人数、異
常の有無を確認し、教頭に報告  
教頭は校長に報告 

―報告例― 
・○年○組、在籍○名、欠席○名、
○名全員異常なし 
・○年○組、避難○名、欠席○名、
○名行方不明（分かれば氏名も） 
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大雨・洪水・暴風警報 
竜巻注意報発令 

⑶ 風水害発生時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の収集（教頭） 
・気象情報 
 （テレビ、インターネット、ラジオ） 
・災害情報（教育委員会、環境防災課） 
・学区の被害状況（ＰＴＡ役員、区長） 
・近隣の学校との情報交換 

登下校・待機の判断（校長） 
・児童への危険度を考え、判断する。 

登校時家庭で待機 
・メール配信、または電話に
より、登校時間の変更等
について保護者に連絡す
る。（職員） 

 
・状況によって、休校となっ
た場合は、再度メール配
信、または電話で保護者
に連絡する。（職員） 

 
・登校可能になった場合は、
通学路の安全確認をす
る。（地区担当職員） 

 
・登校時間について、メール
配信、または電話で保護
者に連絡する。（職員） 

集団下校時 
・メール配信、または電話に
より保護者に連絡する。
（職員） 

 
・連絡が取れなかったら、迎
えに来られない状況の場
合には、学校で待機させ
る。 

 
・通学路の安全を確認して
から、職員が引率して地
区毎に集団下校する。 

児童の引渡し 
・メール配信、または電話に
より、保護者に待機と引
渡しについて連絡する。
（職員） 

 
・校内の安全な場所を待機
場所とする。 

 
・児童を安心させる。 
 
・児童に災害の状況や保護
者からの連絡を伝える。
（担任） 

 
・下校が可能となった児童
から保護者に引き渡す。
（引渡しカードの確認） 

避難状況を教育委員会に報告。（校長） 学校施設の被害確認。 

学校の状況を 

教育委員会に報告。 

必要があれば 

支援要請。（校長） 
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７ 災害発生時予想される被害と対処 

 ⑴地震発生時 

場 所 予想される被害 教師の行動 

普通教室 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、落下する。 

・棚の物が落下してくる。 

・本が落下する。 

・窓から児童を離す。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・ヘルメットをかぶらせる。 

・児童を棚や本棚から離す。 

廊下 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、落下する。 

・児童を教室に入れ、机の下にもぐらせ

る。 

・姿勢を低くし、頭部を保護させる。 

音楽室 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・棚の楽器やテレビ、オーディオ等

が落下する。 

・ピアノが動く。 

・窓から児童を離す。 

・椅子の下にもぐらせ、頭部を保護させ

る。 

・児童を棚から離す。 

・教師はできる範囲でピアノをおさえ

る。 

音楽準備室 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・棚が倒れ、中の物が飛散する。 

・オルガンが動く。 

・窓から児童を離す。 

・姿勢を低くし、頭部を保護させる。 

・児童を棚から離す。 

 

放送室 
・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・放送室から出し、職員室の机にもぐら

せる。 

家庭科室 

〈通常時〉 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・食器棚が倒れ、食器等が飛散する。 

〈調理中〉 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・ガス栓が外れ、ガスが漏れる。 

・ガスに火が引火し、火災が起こる。 

・フライパンや鍋が落下する。 

・包丁や皿が落下する。 

〈通常時〉 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・食器等から離す。 

 

〈調理中〉 

・すぐに火を止めさせる。 

・ガスの元栓を閉める。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・包丁や皿等の落下物に気をつけさせる。 

・小規模火災発生時は、可能な範囲で初

期消火に努める。 

コンピューター室 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・パソコンが落下する。 

・棚が倒れる。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・パソコン等の落下物に気をつけさせ

る。 

・棚から離れさせる。 

言葉の教室 
・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

 

図書室 ・窓が割れ、飛散する。 ・本棚から離れさせる。 
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・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・本棚が倒れる。 

・本やパソコンが落下する。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

 

保健室 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・薬品棚が倒れる。 

・冷蔵庫が倒れる。 

・机あるいはベッドの下にもぐらせ、頭

部を保護させる。 

・飛散した物に気をつけさせる。 

理科室 

〈通常時〉 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・棚の実験用具が落下する。 

〈実験中〉 

・アルコールランプが倒れ、火災が

発生する。 

・薬品がこぼれる。（場合によっては

気化）する。 

・実験用具が落下する。 

〈通常時〉 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・落下物に気をつけさせる。 

・棚から離れさせる。 

〈実験中〉 

・実験を中止させ、火を消させる。 

・机の下にもぐらせ、頭部を保護させる。 

・薬品や実験用具等の落下物に気をつけ

させる。 

・小規模火災発生時は、可能な範囲で初

期消火に努める。 

トイレ 

・窓が割れ、飛散する。 

・個室の仕切りが外れ、倒れる。 

・ドアが開かなくなる。（個室） 

・個室のドアを開けさせる。 

・可能であれば近くの教室に入らせ、机

の下にもぐらせる。 

・窓から離れさせる。 

・落下物に気をつけさせる。 

講堂 

〈フロア〉 

・窓が割れ、飛散する。 

・天板が落下する。 

・バスケットゴールが落下する。 

・照明が落下する。 

〈ステージ〉 

・ピアノが動く。 

・照明やバトン等が落下する。 

〈倉庫〉 

・窓が割れ、飛散する。 

・蛍光灯が割れ、飛散する。 

・用具が散乱する。 

・倉庫内にいる児童をフロアに出す。 

・児童を講堂中央に集め、しゃがませる。 

・天井からの落下物に気をつけさせる。 

グラウンド 

・地割れが起きる。 

・遊具やサッカーゴールが倒れる。 

・木が倒れる。 

・児童をグラウンド中央に集め、しゃが

ませる。 

・近くで地割れが発生した場合は、地割

れから離す。 

プール ・プール底に亀裂が入り、水がぬけ ・児童をプールから上げ、安全なプール
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る。 

・トイレの窓や鏡が割れ、飛散する。 

サイドでしゃがませる。 

・割れたガラスには近づかせない。 

 ⑵津波発生時 

場 所 予想される被害 教師の行動 

１・２階部 
・海水が流れ込み、机や椅子等が流

される。 

・津波到達前に、すべての児童を三階及

び屋上へ避難させる。 

校舎全体 

・水圧で鉄骨が歪み、建物全体が傾

く。 

・停電する。 

・階段が流され、１・２階へ降りられ

なくなる。 

・衝撃に備え、児童を柱や柵等につかま

らせる。 

・停電に備え、懐中電灯や毛布等を３階

へ運ぶ。 

・ロープを３階へ運ぶ。 

 

 ⑶風水害発生時 

場 所 予想される被害 教師の行動 

各教室・講堂 ・窓が割れ、飛散する。 

・停電が起こる。 

・児童を窓から離す。 

・停電に備え、懐中電灯やストーブ等を

用意する。 

グラウンド ・プランター等が散乱する。 

・サッカーゴールが動く、もしくは

倒れる。 

・樹木が倒れたり、枝が折れて飛ば

されたりする。 

・児童を教室に戻し、待機させる。 

・暴風雨の予想が可能であれば、遊具や

サッカーゴールを固定したり、飛びそ

うなものを倉庫等にしまったりする。 
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⑷心のケア 

１．災害発生前の準備 

災害による影響が心身に出てくるケースもあることから、より一層のきめ細かな観察を

し、状態によっては心のケアを行う必要性が出てくることを想定した準備を行う。 

①教職員への危機管理に対する啓発 

・全教職員の安否確認などの連絡方法を整備する 

・避難の際にパニックになりやすい児童生徒への対応について、教職員で検討する 

・心のケアに関する職員研修 

②保護者への危機管理に対する啓発 

・避難訓練に合わせて、災害時に起こるうる心身の変化について保健だよりを配付する 

③外部関係機関の把握と連携 

 

２．災害発生時の動き 

①サインを見逃さない手立て 

   ・安否確認    ・家庭訪問    ・避難所訪問   ・家庭連絡 

    ・健康観察    ・アンケート   ・教育相談 

②サインに気づいたら 

   ・教育相談    ・家庭訪問    ・避難所訪問   ・家庭連絡  

・教職員，心の相談員，保護者，外部機関の連携 

 

３．災害発生時の対応手順 

自然災害発生 

 

【発生直後から１週間の対応】 

主な対応 担当 

『災害時における心のケアサポートブック』*1の確認 全職員 

安否確認，被災状況の確認 担任・全職員 

心身の健康状態の確認（家庭訪問・避難所訪問・家庭連絡） 担任・全職員 

教育相談（家庭訪問・避難所訪問・家庭連絡） 担任・教育相談担当・全職員 

職員間での情報共有と連携（打ち合わせ・心のケア会議） 全職員 

*1令和２年度 山武市養護教諭会作成（保健室に保管） 

『災害時における心のケアサポートブック』資料一覧 

   ・安否確認チェック表       ・心身健康チェックリスト 

・危機発生時の健康観察      ・児童生徒の心の理解とケア 

・保健だより           ・心のアンケート 

・外部機関一覧          ・心のサポート授業資料 

・職員心身健康チェックリスト   ・ＰＴＳＤに対する対応 
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災害後、休校せず学校が再開となった場合       災害後、休校となった場合 

 

                   

【学校再開から３か月後くらいまでの対応】  学校再開 【発生１週間から休校１か月後くらいまでの対応】 
 

主な対応 担当  主な対応 担当 

保健だよりの発行（児童生徒向

け・保護者向け） 

養護  心身の健康状態の確認（家庭訪

問・避難所訪問・家庭連絡） 

担任・全職員 

心身の健康状態の確認（健康観察

の強化・心身の健康チェックアン

ケートの実施） 

担任・養護・

全職員・心の

相談員 

 教育相談・心のケア（家庭訪

問・避難所訪問・家庭連絡） 

担任・教育相

談担当・全職

員 

教育相談・心のケアの実施 担任・教育相談

担当・全職員 

 職員間での情報教諭と連携（打ち

合わせ・心のケア会議） 

全職員 

職員間での情報共有と連携（打ち

合わせ・心のケア会議） 

全職員  心の相談員や外部機関との連携 管理職・養護 

保護者との連携 担任  職員の心身の健康チェックの実施 管理職・養護 

心の相談員や外部機関との連携 管理職・養護    

心のサポート授業の実施 担任    

職員の心身の健康チェックの実施 管理職・養護    

 

 

【学校再開３か月から６か月後】 

主な対応 担当 

心身の健康状態の確認（健康観察の強化・心身の健康チェックアンケ

ートの実施） 

担任・養護・全職員・心の相談員 

教育相談・心のケアの実施（特に PTSD に対する対応） 担任・教育相談担当・全職員・心

の相談員 

職員間での情報共有と連携（打ち合わせ・心のケア会議） 全職員 

心の相談員や外部機関との連携 管理職・養護 

職員の心身の健康チェックの実施 管理職・養護 

 

 

 

 

 

 

 

 

※休校が、１か月を超えた場合は、心身の健康 

 状態をより細かく確認するため、【学校再開時】 

と同じ手順をとる。 
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８ 震災時避難所支援の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○避難所支援 ※山武市避難所運営システムに即して可能な限り支援する 

総務・情報 施設管理 食料・物資 保健・衛生 要援護者 
・運営本部の設置 
・避難者名簿の作成 
・山武市対策本部と
の連絡 

・教育委員会等との
連絡 

・避難者へ情報提供 

・受付の設置 
・避難所のレイアウ
ト作成 

・立ち入り禁止区域
の標示 

・防火・防犯 

・食料の受入準備、管
理、配布 

・物資の受入準備、管
理、配布 

・テントの運搬、設置 
・炊き出し場所の確保 

・応急手当 
・AED の確認・確保 
・スリッパ対応 
・トイレ用水の確保 
・清掃・ごみ等の衛生
管理 

・ペットの管理等 

・要援護者用窓口の
設置 

・要援護者及び未確
認者の確認 

・要援護者からの相
談対応 

地震発生（震度５以上） 

児童不在（休日含む） 児童在校 

○初期対応 

・一次避難指示 
・情報端末の電源を入れる 
・避難経路確保 
・火災等二次被害防止 

○初期対応 

・職員参集 
・情報端末の電源を入れる 
・避難経路確保 
・火災等二次被害防止 

 

○災害対策本部の設置 ※地震関連情報の収集 

・校内及び周辺の状況（倒壊・火災等） ・地震の規模、震度 
・津波情報 ・交通網情報 ・ライフライン情報 

○二次対応 

・避難（待機）場所へ誘導 
・情報端末の電源を入れる 
・避難経路確保 
・火災等二次被害防止 

 

○児童の安否確認 

・校内巡視 
・通学路巡視 
・自宅確認 

 

○避難場所決定※使用可能場所の確認 

・児童待機場所（教室） 
・地域住民等避難場所（講堂） 

 ○安否確認（学級担任） 

 

校内にいる児童 下校した児童 

○保護者へ連絡 ※（メール・電話） 

 

○引渡し 

・「引渡しカード」により連絡先を確認 
・引渡し終了後災害対策本部に報告 
・学校内で状況を共有 

 

○学校に留め置く 

・健康・精神面のケア 
・食料等対応 
・暖房器具対応 
・トイレ対応 

○被害実態の調査 
↓ 

○教育委員会との協議 
↓ 

○家庭訪問・仮登校 
↓ 

○授業再開に向けた教育委員会との協議 

 

 

○自主防災組織への移行 

○学校再開に向けた準備 

○学校教育の再開 
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事 故 発 生 

９ 事故発生時対処の例 

 (1)  登下校中の交通事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜周辺児童に対して＞ 

・児童の安全確保に努める。児童の動揺や不安を取り除き、落ち着かせる。 

<事後の対応> 
  ・校長（教頭）は、担任とともに速やかに病院に駆けつけ、事故発生の状況を保護者に説明する。 
  ・事故を目撃した児童の動揺状況を把握し、必要があればスーパーバイザーの支援を要請する。 
  ・報道機関等からの取材等については、教頭が窓口となり対応する。（被害者や保護者の意向を踏まえた客    

観的事実のみ正確に伝える。） 
  ・全校集会を開き、事故概要の説明、命の大切さについて説くとともに、交通安全について再度指導する。 
  ・教頭は、事故発生時の状況等について整理し、教育委員会に事故報告をする。 
・全職員で、再発防止策を話し合い、取り組む。 

第一報を受けた職員 
・救急車の手配と警察への通

報を確認 場所 状況 

救急車 

救急要請 １１９               

 ★ 救急車をお願いします。 

   蓮沼小学校職員の○○です。住所は蓮沼イの２７８４ 

   電話番号は、０４７５－８６－２１０７です。児童が交通事故にあいました。 場所は、○○○○○

です。 ○年生男子（女子）1  名が○○で、○○して意識がありません。 

「 いつ だれが どのようにして どうなったか」を はっきりと伝える。 

救急措置 

１意識確認 

２呼吸確認 

３大量出血 

 直接圧迫止血 

―連絡事項― 

１事故発生状況 

２事故発生場所 

３被害状況 

４医療機関確認 

保護者 

・複数名の教職員を現場に派遣し、情報を収集 

養護教諭、教頭を含む。（児童名簿、携帯電

話持参） 

校長・教頭 

―救命措置－ 

心臓マッサージ 

人工呼吸 

AED 

救急車がまだ来ない場合 

  ―医療機関－ 
宇井医院        ８６－２５２２ 
花城医院       ８６－２２３３ 

  さんむ医療センター    ８２－２５２１ 
  川島歯科            ８６－２１４９ 
  明海クリニック      ８０－５３５５ 
  さんむ眼科クリニック  ８２－１１４６ 
 成東耳鼻咽喉科     ８０－１７１７ 

山武市教育委員会      ８０－１４４０ 
東上総教育事務所 ０４７５－２３－８１２５ 
蓮沼駐在所            ８２－２０４４ 
東消防署              ８２－３１１９ 

必要があれば 

第一報 詳細が分かり次第続報 

必要があれば現場検証に 

立ち会う 

付き添いは、養護教諭・連絡担当職員 
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事 故 発 生 

(2)  授業中の事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜周辺児童に対して＞ 

・速やかに授業を中断し、児童の動揺や不安を取り除き、落ち着かせる。 

<事後の対応> 
  ・校長（教頭）は、担任とともに速やかに病院に駆けつけ、事故発生の状況を保護者に説明する。 
  ・事故を目撃した児童の動揺状況を把握し、必要があればスーパーバイザーの支援を要請する。 
  ・報道機関等からの取材等については、教頭が窓口となり対応する。 
  ・必要があれば、在校児童及び保護者への事故に係る説明会を開く。 
  ・教頭は、事故発生時の状況等について整理し、教育委員会に事故報告をする。 
・全職員で、再発防止策を話し合い、取り組む。 
 

事故発見者 

救急車・学校医 

救急要請 １１９               

 ★ 救急車をお願いします。 

   蓮沼小学校職員の○○です。住所は蓮沼イの２７８４ 

   電話番号は、０４７５－８６－２１０７です。児童が授業中〇〇で怪我をしました。○年生男子

（女子）1  名で、意識がありません。 

「 いつ だれが どのようにして どうなったか」を はっきりと伝える。 

状態の把握 

１発生の事態や状況の把握 

２児童の安全確保 

３傷病者の確認と応急処置 

４協力要請や緊急通報の判断 

―連絡事項― 

１事故発生状況 

２児童の様子 

３希望する医療

機関の確認 

保護者 

  ―医療機関－ 
宇井医院        ８６－２５２２ 
花城医院       ８６－２２３３ 

  さんむ医療センター    ８２－２５２１ 
  川島歯科            ８６－２１４９ 
  明海クリニック      ８０－５３５５ 
  さんむ眼科クリニック  ８２－１１４６ 
 成東耳鼻咽喉科     ８０－１７１７ 

山武市教育委員会      ８０－１４４０ 
東上総教育事務所 ０４７５－２３－８１２５ 
蓮沼駐在所            ８２－２０４４ 
東消防署              ８２－３１１９ 

校長・教頭・養護教諭・担任 

近くの教職員 

現場の記録 

必要に応じて 

付き添いは、養護教諭・連絡担当職員 
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事 故 発 生 

 ・水泳授業中の事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※プールセットと一緒に AEDも一緒に持っていく。 

＜周辺児童に対して＞ 

・速やかに授業を中断し、児童の動揺や不安を取り除き、落ち着かせる。 

<事後の対応> 
  ・校長（教頭）は、担任とともに速やかに病院に駆けつけ、事故発生の状況を保護者に説明する。 
  ・事故を目撃した児童の動揺状況を把握し、必要があればスーパーバイザーの支援を要請する。 
  ・報道機関等からの取材等については、教頭が窓口となり対応する。 
  ・必要があれば、在校児童及び保護者への事故に係る説明会を開く。 
  ・教頭は、事故発生時の状況等について整理し、教育委員会に事故報告をする。 
・全職員で、再発防止策を話し合い、取り組む。 

複数職員で救出 

救急車 

救急要請 １１９               

 ★ 救急車をお願いします。 

   蓮沼小学校職員の○○です。住所は蓮沼イの２７８４ 

   電話番号は、０４７５－８６－２１０７です。児童が水泳授業中事故にあいました。  ○年生男

子（女子）1  名が○○で、○○して意識がありません。 

「 いつ だれが どのようにして どうなったか」を はっきりと伝える。 

救急措置 

１毛布で保温 

２意識確認 

３呼吸確認 

 直接圧迫 

―連絡事項― 

１事故発生状況 

２児童の様子 

３希望する医療

機関の確認 

保護者 

校長・教頭 

―救命措置－ 

心臓マッサージ 

人工呼吸 

AED 

  ―医療機関－ 
宇井医院        ８６－２５２２ 
花城医院       ８６－２２３３ 

  さんむ医療センター    ８２－２５２１ 
  川島歯科            ８６－２１４９ 
  明海クリニック      ８０－５３５５ 
  さんむ眼科クリニック  ８２－１１４６ 
 成東耳鼻咽喉科     ８０－１７１７ 

山武市教育委員会      ８０－１４４０ 
東上総教育事務所 ０４７５－２３－８１２５ 
蓮沼駐在所            ８２－２０４４ 
東消防署              ８２－３１１９ 

養護教諭・担任 

近くの教職員 

現場の記録 

必要があれば 

付き添いは、養護教諭・連絡担当職員 
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事 故 発 生 

(3)  校外活動中の事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※校外学習場所周辺の医療機関を調べ、持参する。 

＜周辺児童に対して＞ 

・児童の安全を確保し、児童の動揺や不安を取り除き、落ち着かせる。 

<事後の対応> 
  ・校長（教頭）は、速やかに病院に駆けつけ、事故発生の状況を保護者に説明する。 
・保護者が病院にいけない場合、学校に残っている管理職が家庭訪問し、状況を説明する。 
・事故を目撃した児童の動揺状況を把握し、必要があればスーパーバイザーの支援を要請する。 

  ・報道機関等からの取材等については、教頭が窓口となり対応する。 
  ・必要があれば、在校児童及び保護者への事故に係る説明会を開く。 
  ・教頭は、事故発生時の状況等について整理し、教育委員会に事故報告をする。 
・全職員で、再発防止策を話し合い、取り組む。 

発  見 

救急車 

救急要請 １１９               

 ★ 救急車をお願いします。 

   蓮沼小学校職員の○○です。住所は蓮沼イの２７８４ 

   電話番号は、０４７５－８６－２１０７です。児童が交通事故にあいました。 場所は、○○○○○

です。 ○年生男子（女子）1  名が○○で、○○して意識がありません。 

「 いつ だれが どのようにして どうなったか」を はっきりと伝える。 

救急措置 

１意識確認 

２呼吸確認 

３大量出血 

 直接圧迫止血 

―連絡事項― 

１事故発生状況 

２児童の様子 

３希望する医療

機関の確認 

保護者 

校長・教頭 

―救命措置－ 

心臓マッサージ 

人工呼吸 

AED 

  ―医療機関－ 
宇井医院        ８６－２５２２ 
花城医院       ８６－２２３３ 

  さんむ医療センター    ８２－２５２１ 
  川島歯科            ８６－２１４９ 
  明海クリニック      ８０－５３５５ 
  さんむ眼科クリニック  ８２－１１４６ 
 成東耳鼻咽喉科     ８０－１７１７ 

山武市教育委員会      ８０－１４４０ 
東上総教育事務所 ０４７５－２３－８１２５ 
蓮沼駐在所            ８２－２０４４ 
東消防署              ８２－３１１９ 

養護教諭・担任 

引 率 職 員 

現場の記録 

必要があれば 

宿泊の場合 

付き添いは、引率職員１名 

（宿泊は養護教諭） 

治療や診断内容について校長に報告 

校長の指示があるまで病院で待機 
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事 故 発 生 

(4)  運動部活中の事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜周辺児童に対して＞ 

・速やかに部活動を中断し、児童の動揺や不安を取り除き、落ち着かせる。 

<事後の対応> 
  ・校長（教頭）は、担任とともに速やかに病院に駆けつけ、事故発生の状況を保護者に説明する。 
  ・事故を目撃した児童の動揺状況を把握し、必要があればスーパーバイザーの支援を要請する。 
  ・報道機関等からの取材等については、教頭が窓口となり対応する。 
  ・必要があれば、在校児童及び保護者への事故に係る説明会を開く。 
  ・教頭は、事故発生時の状況等について整理し、教育委員会に事故報告をする。 
・全職員で、再発防止策を話し合い、取り組む。 

 

救急車 

救急要請 １１９               

 ★ 救急車をお願いします。 

   蓮沼小学校職員の○○です。住所は蓮沼イの２７８４ 

   電話番号は、０４７５－８６－２１０７です。児童が交通事故にあいました。 場所は、○○○○○

です。 ○年生男子（女子）1  名が○○で、○○して意識がありません。 

「 いつ だれが どのようにして どうなったか」を はっきりと伝える。 

救急措置 

１意識確認 

２呼吸確認 

３大量出血 

 直接圧迫止血 

―連絡事項― 

１事故発生状況 

２児童の様子 

３希望する医療

機関の確認 

保護者 

校長・教頭 

―救命措置－ 

心臓マッサージ 

人工呼吸 

AED 

  ―医療機関－ 
宇井医院        ８６－２５２２ 
花城医院       ８６－２２３３ 

  さんむ医療センター    ８２－２５２１ 
  川島歯科            ８６－２１４９ 
  明海クリニック      ８０－５３５５ 
  さんむ眼科クリニック  ８２－１１４６ 
 成東耳鼻咽喉科     ８０－１７１７ 

山武市教育委員会      ８０－１４４０ 
東上総教育事務所 ０４７５－２３－８１２５ 
蓮沼駐在所            ８２－２０４４ 
東消防署              ８２－３１１９ 

養護教諭・担任 

近くの教職員 

現場の記録 

必要があれば 

付き添いは、養護教諭・連絡担当職員 

発  見 
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(5)-1  頭や首のケガ（頭頸部外傷）に対する救急対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考：令和７年１２月９日付け 教保体第１０４０号、教児安第９５４号、教総第１６４４号 
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(5)-2  頭や首のケガ（頭頸部外傷）発生時のフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考：令和７年１２月９日付け 教保体第１０４０号、教児安第９５４号、教総第１６４４号 
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事 故 発 生 

10 一次救命処置の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 AED設置場所…職員室前廊下 

 

 

安全確認 

反応確認 

１１９番通報・AED依頼 

呼吸確認 

AEDの使用 

胸部圧迫 30回と人口呼吸２回を繰り返す 
強く（約５ｃｍ）     気道の確保 

速く（100～120 回／分）  傷病者の口を覆うように 

絶え間なく        約１秒かけて 

 

AED と心肺蘇生の繰り返し 

AEDの使用手順 
① 電源を入れる 
② 電極パッドを貼り付ける 
③ 解析 
④ 電気ショック     or   ショック不要 
傷病者から離れる     胸骨圧迫再開 

反応なし 

２２次被害の防止 

車・煙等 

肩をたたく

声をかける 

呼吸はあるか？ 

普段通りの呼吸か？ 

異常あり 

※AED 使用の注意点 

●傷病者の体がぬれいている場合 

 乾いた布やタオルで拭いてから電極

パッドを貼る。 

●小児用パッドと成人用パッド 

 傷病者に合わせたものを使用する。 

●女性への配慮 

 AED とともに毛布やタオルケット

等を用意しておき、女性への AED

装着の際はできるだけ配慮を行う。 
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11 アナフィラキシー症状の対処の例 

※アナフィラキシー症状は、短時間のうちに重篤な状態に至ることがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

事 故 発 生 
（児童の異変に気付く） 

◆大声で応援を呼ぶ 
◆該当児童から離れない 
◆該当児童を安静にさせ、動かさない 
 （×背負う ×座らせる 〇担架） 

 

発見者（及び応援にかけつけた養護教諭などの教職員） 

安全確認 

反応の有無 あり 

な
し 

・エピペン®の注射 
・１１９番通報 
・ＡＥＤ依頼 
AED 設置場所…職員室前廊下 

一次救命処置 
・気道確保 

自発呼吸がない場合 

・胸骨圧迫 

・人工呼吸 

・ＡＥＤ実施 

(P20 一次救命処置の例) 

 

① 状態の把握 
・症状の把握 

→学校生活管理指導表の

確認 

→緊急時症状別対応カー

ドによる症状の確認 

※症状は急激に変化する 

ことがあるため、５分 

ごとに注意深く観察。 

※最低１時間は、児童か 

ら目を離さない。 
 

・経過の記録 

（緊急時経過記録表 使用） 
 
 

② 応急処置 
・学校生活管理指導表の

指示に基づいて行う。 

・緊急時症状別対応カー

ドに基づいて行う。 
 

・経過の記録 

（緊急時経過記録 P23 使用） 

 

 

校長・教頭 等 

１ 発見者等への対応指示 

２ 周囲の教職員への指示 

３ エピペン®の注射または介助 

４ 必要に応じて、主治医等への 

  相談指示 

 

周囲の教職員 

（応援にかけつけた教職員） 

１ エピペン®や内服薬の準備 

２ 学校生活管理指導表の確認 
  管理指導表保管場所…保健室 

３ 緊急時経過観察表の記録 

４ エピペン®の注射または介助 

５ 救急車の要請 

６ 保護者への連絡 

７ 周囲の児童の管理 

８ 救急隊の誘導 

            など 

連絡 

応援 

指
示 

救急車要請の目安 
・アナフィラキシーの兆候が見られる場合（グレード３にあたる症状） 

・学校生活管理指導表で指示がある場合 

・エピペン®を使用した場合 

・主治医、学校医等または保護者から要請がある場合      など 

 

救急隊へ引き渡す。（エピペン®を注射した場合、エピペン®も渡す。） 
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エピペンの使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※山武市教育委員会「山武市小中学校食物アレルギー対応マニュアル」より 
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12 集団食中毒の対処の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※山武市教育委員会「山武市小中学校食物アレルギー対応マニュアル」より 
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13 熱中症対応の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※山武市教育委員会「山武市小中学校食物アレルギー対応マニュアル」より 
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12 集団食中毒の対処の例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食中毒発生時の報告系統図】 

 

  

 

 平成３１年４月９日付教安第４２号「感染症・食中毒当による健康被害発生時の事故報告について（通知）」より 

集団食中毒発生 

◆大声で応援を呼ぶ 
◆該当児童から離れない 
◆該当児童を安静にさせ、意識を確認 
 ※吐き気がある場合は、嘔吐に備え、顔を横向き 

に寝かせる 

 

発見者（及び応援にかけつけた養護教諭などの教職員） 

①状態の把握 
・発生の事態や状況を把握 

・患者数の把握 

・飲食した食事内容の把握 

 
 

②応急処置 
・患者を隔離し、応急処置 

 

 

反応の有無 

な
し 

あり 

・１１９番通報 
・ＡＥＤ依頼 
AED 設置場所 

…職員室前廊下 

一次救命処置 
・気道確保 

自発呼吸がない場合 

・胸骨圧迫 

・人工呼吸 

・ＡＥＤ実施 

(P20 一次救命処置の例) 

 

 

校長・教頭 等 

１ 発見者等への対応指示 

２ 周囲の教職員への指示 

３ 教育委員会への第一報 
→「蓮沼小学校の〇〇です。 

  学校事故の第一報です。 

  〇時〇分児童の集団食中毒が 

  発生しました。」 

 「応急処置後、重症患者〇名で 

  救急車を要請し、〇〇市の 

  〇〇病院等〇〇箇所の病院に 

  搬送されました。」 

４ 学校医等への連絡 

救急車要請の目安 
・嘔吐や下痢を繰り返す 

・激しい腹痛 

・顔面蒼白や冷や汗などの 

 ショック症状がある など 

 

→「蓮沼小学校の〇〇です。 

 児童の集団食中毒が発生 

しました。」 

 要救急搬送児童数は、〇名 

です。」 

 

 

周囲の教職員 

（応援にかけつけた教職員） 

１ 救急車の要請 

２ 保護者への連絡 

３ 周囲の児童の管理 

  （他の児童の健康観察） 

４ 患者の経過を記録 

５ 救急隊の誘導 

６ 施設の消毒 

（保健所の指示に従う） など 

連絡 

指
示 

応援 

救急隊へ 
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13 熱中症対応の例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【校内での連絡系統図】 

  

 

  

 

   

 

熱中症を疑う 
児童の発生 

体を冷やす 
① 涼しい場所へ避難 

② 首、わきの下、大腿の付け根（鼠径部）を冷やす 

③ 濡らしたタオルなどを体に当てて、うちわで扇い

だり、扇風機の風を当てたりして体を冷やす。 

 

【チェック２】 反応の有無 

あ
り 

なし 

救急隊へ 

119番通報・ＡＥＤ準備  
・涼しい場所へ避難 

・衣服をゆるめ、体を冷やす 

※呼びかけへの反応が悪い

場合には、無理に水分補給

をさせてはいけない。 

 

（医療機関に伝えること） 

・食事や飲水の摂取 無 有 

・活動場所    屋内 屋外 

         日向 日陰 

         気温・湿度 

・その環境にいた時間 

・活動内容 

・服装（熱がこもりやすい服など） 

・帽子 

・通常活動と異なる点の有無 

・現れている症状の詳細 

・体温、脈拍、呼吸 

・身長、体重 

・既往症 

・最近の体調      など 

 
 
 

【チェック３】自力で水分補給可能か 

可
能 

不可能 

水分・塩分を補給する 
・スポーツドリンクや経口補水、0.1～0.2％食塩水を

飲ませる。（経口補水液は、保健室にある。） 

 

【チェック４】症状が良くなったか 

は
い 

いいえ 

そのまま安静にして、十分休息をとり、 

回復したら下校する。 

【チェック１】 熱中症を疑う症状の有無 
めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・手足のしびれ・気分の不快・ 
大量の発汗・頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・意識障害・
けいれん・手足の運動障害・高体温 

あ
り 

発見者 

（応援要請・ 

応急処置） 

養護教諭 

（応急処置） 

校長・教頭等（対応指示・外部機関へ連絡） 

その他応援の教職員 

（保護者連絡・他の児童掌握など） 
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１４ 不審者侵入時対処の例 

  事故発見者   

                     ①近くの職員に連絡 

                     ②児童生徒の救護・保護 

                     ③避難指示 

                     ④不審者対応 

                     （現場に近い職員は、直ちに 

現場に急行し、児童生徒の 

安全を確保する） 

 

           

 

 

 

（電話連絡は、手分けすること）            

                           （手分けすること） 

                              

  

 

 

①緊急放送で児童生徒 

へ避難指示 

                     ②全職員への行動指示 

③校内対策本部に 

情報伝達係を指名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭 

（対策本部） 
教務主任 

（連絡係） 
担任等 

生徒指導担当者

等 

男性職員 
養護教諭 事務職員等 

・陣頭指揮 

・職員への連絡 

調整 

・被害児童生徒 

の家庭連絡･

家庭訪問等 

・外部機関との 

連携 

・報道関係への 

対応等 

 

・関係保護者へ 

の連絡 

・ＰＴＡ役員へ 

の連絡 

・全保護者への 

連絡等 

 

・避難誘導 

・安全確認 

・安全指導 

・保護者への引 

き渡し 

・被害児童生徒 

の家庭訪問

等 

・救急車同乗 

 

・現場直行 

・不審者への

対応等 

 

 

・応急手当 

・医療機関との 

連絡調整 

・場合によって

は、救急車同

乗 

 

・電話対応 

・各種連絡等 

※担当学級の児童生徒の安全確保（被害防止・避難指示）を的確に行うこと。 

【校内緊急放送】 
「○○教室にお客様が来ま

した。」 

【１１０番通報】 
「蓮沼小学校の○○です！○

○を持った者が教室に乱入

し、児童数名が負傷しまし

た。緊急出動願います。」 

「住所は、山武市市蓮沼イの

2784 で、電話番号は、0475-

86-2107 です。」 

校内対策本部設置 

（校長室） 

校長･教頭・教務主

任 

職員室在室者 

 

教育委員会への第一報 

0475-80-1443 

【１１９番通報】 
「救急です。蓮沼小学校の○

○です！○○を持った者

に児童○名が刺され負傷

し、大量に出血していま

す。至急、救急車を要請し

ます。」 

「住所は、○○市○○○で、

電話番号は、○○－○○○

○です。」 

【教育委員会への第一報】 
「蓮沼小学校の○○です！学

校事故の第一報です。○時

○分、○○を持った男○人

が、○年○組に乱入、○人の

児童が負傷しました。」 

「１１０番、１１９番通報

し、現在、救助活動と不

審者への対応をしていま

す。今後の指示と応援を

お願いします。」 

全職員による対応 

教育委員会担当課に指示を仰ぐ 

近隣学校・教育事務所等へ応援要請 

警察署（１１０番通報） 

消防署（１１９番通報） 

不審者（事故） 【事前対策】 

A 校門 

 ・校門の施錠管理 

B 校門から校舎まで 

 ・来訪者の校舎入口

や受付への案内設

置 

C 校舎入口 

 ・入口受付設置、受付

での来訪者確認、

名札の着用 
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弾道ミサイル発射情報 

15 弾道ミサイル発射時の対応の例（J アラート→避難行動） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避難の呼びかけ 
●屋内にいる場合 
・できるだけ窓から離れさせる。 
・床に伏せ、頭部を守らせる。 
●屋外にいる場合 
・近くの建物のなかに避難し、頭部を守ら
せる。 

・近くに避難できる建物がない場合、物陰
に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守ら
せる。 

日本に落下する可能性有 

 

日本の上陸を通過 
 

日本の領海外の海域に落下 

 

落下場所等についての情報 
・追加情報があるまで引き続
き避難を継続する。 

追加情報 

避難の呼びかけ ミサイル通過情報 落下場所等の情報 

屋内避難は解除 
・不審なものを発見した場合には、決して近寄らず、直ちに警察、消防
や海上保安庁に連絡する。 

避難行動等の留意点 
＜学校にいる場合＞ 
●校舎内 
・窓から離れて床に伏せて頭部を守る。机の下に入って頭部を守る。 
●校舎外 
・近くの建物に避難する。建物がなければ、物陰に身を隠すか地面に伏せて頭部を守る。 
＜校外活動中の場合＞ 
・計画の段階で危機事象が起きた時の対処の仕方を想定して計画を立てる。 
・野外での活動では、引率職員が携帯電話等の情報収集の手段を確保しておく。 
＜登下校中の場合＞ 
・児童が自ら判断して行動できるよう事前に指導しておく。 
＜児童が自宅等にいる場合＞ 
・安全確認ができるまで待機し、身の安全を確保する。 

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%83%b3+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=6682D1EDB7C07013AD6EEB5988D46195C624F295&FORM=IQFRBA
https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%83%b3+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=6682D1EDB7C07013AD6EEB5988D46195C624F295&FORM=IQFRBA
https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%83%b3+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=6682D1EDB7C07013AD6EEB5988D46195C624F295&FORM=IQFRBA
https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%83%b3+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&id=6682D1EDB7C07013AD6EEB5988D46195C624F295&FORM=IQFRBA
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16 保護者への児童引渡しカード 

緊急時児童引渡しカード 
山武市立蓮沼小学校 

○児童について 

学  級 氏
し

  名
めい

 生年月日 

年  組       年   月   日 

 

○本校における兄弟・姉妹関係（すべて書いてください） 

学  級 名
な

  前
まえ

 本人との関係 

年  組   

年  組   

年  組   

 

○保護者 

氏
し

  名
めい

 
児童との

関係 
住  所 電  話 

   自宅  

携帯  

 

○緊急連絡先（自宅・携帯に連絡がつかない時の連絡先） 

名  称 電  話 

  

 

○引渡し予定者（迎えに来られる順に書いてください） 

氏  名 児童との関係 連絡先 １ ２ ３ 

   
： ： ： 

 

   
： ： ： 

 

   
： ： ： 

 

   
： ： ： 

 

 ※保護者の方は太枠内のみ記入してください。 
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 17 校舎配置図及び避難経路図  

 

 

青・紫経路（赤経路が使えない場合）

講堂

多
目
的
室

来賓
玄関

昇降口

ベ
　
ラ
　
ン
　
ダ

理科室

学童
クラブ

配膳室

ＷC

一
　
階

赤経路（主に使う経路）

２年

更衣室

１年 えのき学級① えのき学級②

二
　
階

一
　
階

応
接
室

相談室

会議室

学童
クラブ

ＷC

イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ

ル
ー

ム

家
庭
科
室

ＷＣ

ＷＣ

ベ　　　　　　　ラ　　　　　　ン　　　　　　ダ

保健室

ことば
の教室

ＷＣ

ＷＣ

多目的
ＷＣ

音楽室 図工・音楽
準備室

印刷室

用務員室

三
　
階

校
長
室

ＷＣ

ベ　　　　　　　ラ　　　　　　　ン　　　　　　ダ

図書室

理科準備室

３年

４年６年 ５年 少人数教室

二
　
階

職員
玄関職員室 放

送

室

１年 ２年 

６ ５ 
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18 個人情報取扱マニュアル 

 

１ 学校で注意を要する書類等 

（１）名簿に関する書類 

指導要録（学籍）、個人調査票、顔写真、保険証のコピー、就学援助関係書類、住所 

や電話番号、家庭状況に関する文書等 

（２）成績に関する書類 

指導要録（指導）、通知表、成績補助簿、成績原簿、テスト類、個人の学習作品や自 

己評価表、個人の成績に関する書類等 

（３）指導に関する書類 

出席簿、教育相談簿、出席督励簿、生徒指導に関する記録、特別支援教育に関する記 

録等 

（４）保健に関する書類 

健康診断票、健康調査票、成長の記録等、有疾患者名簿等、各種調査、報告書類等 

（５）転出入、入学、卒業、進路に関する書類送付する転学関係書類、就学者名簿、卒業者 

名簿、進学関係書類（受験資料・指導要録抄本）等 

（６）教職員に関する書類 

人事カード、履歴書、個人調査票、教職員一覧、職員名簿、給与データ等 

 

２ 学校での留意事項 

（１）個人情報の取扱要領の明確化と意識の高揚 

① 年度当初、職員会議で個人情報の取扱についての申し合わせ事項を確認する。 

② 個人情報の対象書類、責任者、取扱方法、保管場所等を確認し、個人情報の取扱 

 の共通理解を図る。 

（２）個人情報取得上の配慮 

① 職員が作成する調査票や往復文書については、子ども達や保護者から必要以上に 

 個人情報を収集していないかという観点からも点検する。 

② 収集する個人情報については、回収方法や取扱を確認するとともに、その処理や 

 廃棄が適切に行われるようにする。 

③ 個人情報の目的外利用、外部提供はしてならない。 

（３）個人情報の保管方法 

① 日頃から整理整頓に努め、重要度に応じた書類の保管方法について注意する。 

② 学籍や指導に関するもの、個人調査票や健康調査票等は鍵のかかる書庫等に保管す 

る。 

③ 印刷室に個人情報を含む原稿や試し刷り紙を放置しない。 

④ 教室等で事務処理等をする場合には、成績表や個人情報を含んだ書類の置き忘れに 

注意する。 

（４）職員室での個人情報に関わる情報交換上の配慮 

① 職員室は、児童や保護者、業者等多くの人が出入りする場所であることを前提に、 

職員間の個人情報に関わる情報交換には十分配慮する。 
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② 日頃から机上及び周辺棚の整理整頓に努める。 

３ 個人情報の校外持ち出しに関する留意事項 

（１）持ち出しに対する管理 

① 個人情報の校外持ち出しについては、「蓮沼小個人情報持ち出し許可書・返却確認 

書」を活用する。 

② 日頃から、個人情報を含む書類の紛失や盗難の具体的事例を基にして、個人情報に 

対する危機意識を高める。 

（２）持ち出し方法・移動について 

① 個人情報を持ち出す場合は、必要最小限の持ち出しにとどめる。 

② 個人情報を持ち出す場合は、梱包の仕方、書類を入れるもの等の持ち運びについて 

も気を配る。 

③ 個人情報の紛失事案の多くは、車内に放置したことによる盗難や、寄り道をした先 

での置き忘れが原因であることをよく理解し、寄り道をせず目的地に直行することや 

それができない場合は絶対に車内に放置しないことを厳守する。 

④ 研修先等に個人情報を含む電子データを持参する場合には、学校用の USBメモリー 

を使用し、データの移行は教頭のパソコンから行う。 

なお、保存するファイル自体にパスワードをかける。また、USBメモリーは小型の 

ため、紛失しやすいので注意する。 

⑤ メールで個人情報を含んだ文書等を送る場合には、添付するファイル自体にパスワ 

ードをかける。また、メールアドレスの入力ミスの無いよう十分確認する。 

（３）学校行事、児童宅位置確認に関わる一時持ち出し 

① 修学旅行や宿泊学習、校外学習等において家庭連絡用名簿や保険証の写し等を持ち 

出す場合は、管理の一元化を図り、紛失・盗難に十分注意する。 

② 児童宅の訪問や突発的な生徒指導上の事件・事故で、個人調査票等の重要な個人情 

報を持ち出す場合にも、車内に放置しないように十分注意する。 

（４）個人情報を校外で話題にする場合 

① 職員同士が校外で子どもや保護者のことを話題にすることは、守秘義務の観点から 

も十分注意する。 

② 保護者等との話の中でも、他人の個人情報については一切口にしてはならない。 

（５）自宅での保管 

① 自宅に個人情報を必要以上に長い時間保持していると、盗難にあう危険性が増すの 

で注意する。 

② 空き巣や窃盗犯は、ほんの一瞬のすきを狙っている。車の中から自宅への荷物移動 

の間でも常に注意を怠らないようにする。 

（６）その他 

① 私物のＵＳＢメモリ等は、原則として持ち込まない。 

② 私物の撮影機器等を用いた児童の撮影はしない。 

③ 児童に対して、電子メール及びソーシャル・ネットワーク・サービス等を利用し 

て、管理職の許可なく私的なやり取りをしない。 

  ④ 年度末に、不要な紙媒体やデータは消去する。 
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19 不祥事防止マニュアル 

 

１ 不祥事防止について 

○教育公務員としての自覚と責任をもち、児童・保護者・地域の人々から信頼される 

職員の育成及び信頼される学校づくりのために不祥事防止研修を行う。 

○具体的な事例をもとに職員研修を行う。ニュースや教育庁などからの通知・通達を 

もとにして、何が問題だったのか、どうすればよかったのか話し合う。自らの問題 

として捉えるとともに学校組織としての防止策を検討する。関係法規等にも触れる。 

○年度始めに学校徴収金・個人情報マニュアルを見直し確認する。 

○「いいたまご」（い：飲酒運転・交通事故、い：異性・ワイセツ・セクハラ、た：体 

罰、ま：マネー、公金、ご：個人情報）を合言葉に全職員で不祥事根絶に取り組む。 

○毎月１日をセルフチェックデーとして、セルフチェックシートの記入をとおして、 

自分を振り返る。 

○モラールアップ研修（ボトムアップ）を実施し、教育に対する意識を高める。 

 

(１) い：飲酒運転（交通事故）防止について 

①飲酒運転の危険性及び事故の悲惨さについて、被害者やその関係者の立場に立って交通 

事故撲滅の視点で意識改革を図る。 

②飲酒を伴う行事等については、事前に全職員で「職場から飲酒運転者を出さない」こと 

を共通理解する。 

③飲酒した職員には、帰りの交通手段等を確認する。 

④余裕をもって出勤するように心掛ける。 

(２) い：ワイセツ・セクハラ防止について 

①セクハラ相談窓口を設置し、児童・保護者に学校だよりや学校ホームページ等で周知す 

る。 

②セクハラは人権侵害であり、当人がセクハラと受け取ればセクハラである。このことを 

肝に銘じ日頃の行動を振り返り信頼を得る行動をとる。 

③児童を個別に指導する際は、個室で１対１になることのないようにする。 

(３) た：体罰防止について 

①どのような場合でも、体罰はしてはならないし、体罰をしてしまうのは指導力不足であ 

ることを自覚させる。 

②体罰は人格を傷つける行為であるので、人権について十分な理解を図り、児童の立場に 

立った指導を行う。 

③職員相互の活動を見つめ直し、互いにアドバイスし合える関係を作る。指導方法を工夫 

することで、効果的な指導法を身につける。体罰をしている同僚を見たら直ちに止め、 

管理職に報告する。 

(４) ま：マネー、公金の取り扱いについて 

①学校徴収金等取扱マニュアルに従って厳正に取り扱う。 

(５) ご：個人情報漏洩防止について 

①個人情報取扱マニュアルに従って、管理を徹底する。 


